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○公立大学法人新見公立大学入学料減免規程 

平成30年10月３日 

規程第122号 

（趣旨） 

第１条 公立大学法人新見公立大学の授業料等に関する規程（平成22年規程第14号）第５

条第２項の規定に基づき、入学料の減免に関し、必要な事項を定める。 

（減免） 

第２条 入学料の減免は、学部入試、専攻科入試及び大学院入試により入学する者で、次の

各号に該当する者について行うことができる。 

(1) 入学前１年以内において、従来同一世帯にあり、主として生計を維持し、学資を負

担している者（以下「学資負担者」という。）が風水害・火災等の災害を受けたために、

納付が困難であると認められる者 

(2) 前号に準ずる者であって、理事長が相当と認める理由があるもの 

２ 入学料の減免の額は、入学料の全額又は半額とする。 

（申請手続） 

第３条 入学料の減免を申請しようとする者は、入学料減免申請書（様式第１号）に次の各

号に掲げる書類を添えて申請しなければならない。 

(1) 家庭調書（様式第２号） 

(2) 住民票（世帯全員） 

(3) 所得証明書（世帯全員） 

(4) 市区町村発行のり災証明書 

(5) その他理事長が必要と認める書類 

（徴収猶予） 

第４条 入学料の減免を申請した者の入学料は、減免の可否を決定するまで徴収を猶予する。 

（全額免除が認められなかった者の納付期限） 

第５条 入学料の減免が認められなかった者又は半額免除が決定された者は、理事長が定め

る日までに、入学料の全額又は半額を納付しなければならない。 

（死亡による免除） 

第６条 入学料の減免を申請した者が入学料の徴収の猶予期間内に死亡した場合は、入学料

の全額を免除する。 

２ 入学料の減免が認められなかった者又は半額免除が決定された者が入学料の納付前に
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死亡した場合は、未納の入学料の全額を免除する。 

（減免決定の取消し） 

第７条 入学料の減免が決定された者で、提出書類に虚偽の事項を記載し、又は提出書類を

偽造していた場合は、減免の決定を取り消す。 

２ 前項の規定により入学料の減免の決定を取り消された者は、理事長が定める日までに、

入学料を納付しなければならない。 

（準用） 

第８条 入学料の減免の審査基準は、公立大学法人新見公立大学授業料免除等取扱基準（平

成22年基準第６号）の基準を準用する。 

（委任） 

第９条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は、理事長が別に定める。 

附 則 

この規程は、平成30年10月３日から施行する。 
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様式第１号（第３条関係） 

様式第２号（第３条関係） 

 


